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議会改革への挑戦
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‥‥開かれた議会をめざして‥‥

議会改革への挑戦特集

  
 

　議員間討議が必要

議会基本条例を制定しよう

一般質問は一問一答方式に
（平成２１年９月議会から実施）

政務調査費は公開しよう
（平成２１年度分から実施）※

委員会視察の経費削減を
（平成２２年度から実施）

議員研修会を開こう
（平成２２年度から実施）

広報紙の充実を

議会報告会を開こう
（平成２５年度から開催）

委員会も傍聴できるようにしよう
（平成２３年９月議会から実施）

公聴会を開こう

市民の声を聞かねば
（平成２５年１２月議会から、請
願・陳情について提出者からの
意見陳述の機会を設けました）

政務調査費の
使いみちは？※

一般質問が
わかりにくい？

議会でどんな
議論があったの？

議会の透明化
が進んだね

変わってきたけど
まだまだじゃ！
わしも議会報告会で
意見を言うぞ

一般質問が
わかりやすくなった

議会報告会に
行ったよ

　高梁市議会は、議会の公平性及び透明性を
保ち、市民に開かれた議会、市民参加を推進す
る議会を目指し、平成24年6月に「高梁市議
会基本条例」を制定しました。

改
革
実
行

©2014中井町　ほうこくん♯0009

※政務調査費は平成25年度から政務活動費となっています。

！

！
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●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

は
、
国
保
税
の
５
％
引
き
上
げ
を

前
提
に
し
て
い
る
。
引
き
上
げ
を

行
わ
ず
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応

す
る
べ
き
で
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

●
議
会
基
本
条
例
の
施
行
規
則
制

定
は
、
今
い
ち
ど
研
究
が
必
要
で

あ
り
継
続
審
査
を
求
め
る
。

討
論

●
各
種
使
用
料
の
改
定
議
案
は
、

消
費
増
税
に
伴
う
も
の
で
や
む
を

得
な
い
が
、
増
収
相
当
分
は
社
会

保
障
の
充
実
に
努
力
さ
れ
た
い
。

●
高
梁
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
一
部
変
更
は
、
駅
前

交
流
施
設
建
設
を
含
む
部
分
に
異

論
が
あ
る
が
、
子
育
て
世
代
に
密

着
し
た
計
画
変
更
も
あ
り
総
合
的

に
考
え
て
賛
成
す
る
。

●
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
あ
る
商
品
券
発
行
は
、
消
費

税
増
税
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
を

●
各
種
使
用
料
の
引
き
上
げ
議
案

は
、
消
費
税
の
増
税
部
分
を
使
用

料
に
添
加
す
る
も
の
で
、
市
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る

の
で
反
対
す
る
。

●
高
梁
市
留
学
生
奨
学
基
金
条
例

に
つ
い
て
は
、
市
が
留
学
生
に
奨

学
金
を
支
給
す
る
も
の
だ
が
、
間

接
的
に
は
私
立
大
学
を
支
援
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
反
対
す
る
。

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
に

組
ま
れ
て
い
る
「
空
家
住
宅
等
除

却
費
補
助
金
」
は
、
国
の
制
度
で

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
対
象

物
の
除
去
を
目
的
に
、
多
大
な
税

金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
市

民
生
活
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
な
い
。
条
例
や
施
行
規
則

も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
反
対
す
る
。

　

平
成
26
年
第
２
回
高
梁
市
議
会
（
定
例
）
は
３
月
４

日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
10
日

か
ら
３
日
間
行
わ
れ
た
「
一
般
質
問
」
で
は
、
議
員
11
名

が
37
項
目
に
わ
た
っ
て
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。（
今
議
会
か
ら
質
問
時
間
を
５
分
短
縮
し
ま
し
た
）

　

最
終
日
に
は
、
討
論
に
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
賛
成
・

反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
は
、
市
長
提
出
の
議
案
79
件
す
べ
て
を
可

決
し
、
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
を
含
む
、

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
の
う
ち
、
１
件
を
不
採
択
、
１

件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

３月定例会で賛否が分れた議案の議決結果� ○ 賛成　● 反対

件　　名
石

井

石

部

石

田

黒

川

三

村

内

田

宮
田
好

森

田

大

森

長

江

柳

井

倉

野

植

田

川
上
修

宮
田
公

川
上
博

大

月

妹

尾

難

波

高梁市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市給水条例の一部を改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市下長谷地区給水施設条例の一部を改正する
条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市公共下水道条例の一部を改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市農業集落排水処理施設条例の一部を改正す
る条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市特定地域生活排水処理浄化槽条例の一部を
改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市川上畑地かんがい施設条例の一部を改正す
る条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市手数料条例の一部を改正する条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市留学生奨学基金条例 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

平成25年度高梁市一般会計補正予算（第６号） 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

平成26年度高梁市一般会計予算 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

平成26年度高梁市国民健康保険特別会計予算 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市議会基本条例の施行規則制定についての

陳情書
● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇

※「高梁地域の野良猫をなくすための方策に関する請願書」は継続審査となりました。
◎ 他の議案は全会一致で可決しました。

３
月
定
例
会
開
催

少
な
く
す
る
た
め
の
施
策
で
賛
成

す
る
。

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

過
去
最
大
の
も
の
だ
が
、
財
政
が

厳
し
い
な
か
、
さ
ら
に
財
政
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
賛
成
す
る
。

●
新
年
度
予
算
は
、
定
住
促
進
対

策
や
子
育
て
施
策
な
ど
が
評
価
で

き
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
。

●
高
梁
地
域
の
野
良
猫
を
な
く
す

た
め
の
方
策
に.

関
す
る
請
願
は
、

市
内
で
迷
惑
被
害
の
増
加
が
見
ら

れ
、
今
後
の
採
択
を
要
望
し
て
継

続
審
査
に
賛
成
す
る
。

●
議
会
基
本
条
例
の
施
行
規
則
制

定
の
陳
情
内
容
は
重
要
で
あ
る
が
、

制
定
に
は
時
期
尚
早
だ
と
考
え
不

採
択
に
賛
成
す
る
。

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
3
・
７
％
増
の
２
４
０
億
５
０
０
０
万
円

と
、
高
梁
市
と
し
て
過
去
最
大
の
予
算
規
模

と
な
り
、
17
の
特
別
を
加
え
た
総
予
算
額
も
、

３
９
３
億
４
２
３
９
万
円
で
、
対
前
年
度
比
３
・

４
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
執
行
部
は
、「
定
住
対

策
」や「
子
育
て
支
援
環
境
の
維
持
・
充
実
」、「
商

工
業
・
農
業
等
産
業
の
振
興
」
や
「
医
療
・
福

祉
対
策
」、「
環
境
施
策
」
や
「
交
流
」
な
ど
を

重
点
施
策
と
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に

配
分
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
審
議
で
は
、
各
施
策
の
詳
し
い
説
明
を

求
め
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
の
事
業
に
対
し
て

は
、
取
り
組
み
状
況
や
成
果
説
明
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
意
見
な
ど
が
数
多
く
出

さ
れ
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、そ
の
意
義
・
目
的
、

効
果
に
つ
い
て
も
意
見
・
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計予算 ２４０億５000万円平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が

過
去
最
大
の
２
４
０
億
５
０
０
０
万

円
に
な
っ
て
い
る
け
ど
・
・
・
・

災害復旧事業を進めなければならないし、消費増税の影
響を少なくするため臨時福祉給付金や子育て世帯臨時
特例給付金などの予算も組まれているからね。

高梁駅西交通広場の整備事
業や新庁舎建設が行われて
いるし、分譲宅地の造成も計
画されているよ。

道整備交付金道路整備や市道防
災安全整備、単市道路改良なども
増額になっているな。

反対

賛成
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市中心部を中心に大型公共投
資が計画、進行している中、
新市発足 10周年を迎える。
持続可能性のあるまちづくり
に向けての次の一手は

建設業界に雇用しや
すい環境づくりを

将来に向けて、定住政策を中
心にした地域資源を生かし
た自立促進のための総合的
施策を推進する

国の地域づくり事業
を活用して新規雇用
につなげてほしい

山
田
方
谷
の
内
在
的
論
理
と
明

治
維
新
１
５
０
周
年
に
つ
い
て

大
森　

明
治
維
新
１
５
０
周
年
に
向
け

て
、
方
谷
の
内
在
的
論
理
を
生
か
し
た

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
と
職
員
の
意
識
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
求
め
る
。

市
長　

市
民
、
職
員
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
、
連
帯
感
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

て
い
る
。

２
０
１
８
年
問
題
と
学
園
文
化
都

市
づ
く
り
、地
域
振
興
に
つ
い
て

大
森　

２
０
１
８
年
か
ら
18
歳
人
口
が

減
少
し
、
大
学
の
二
極
化
が
進
む
。
大

学
の
存
在
意
義
、
価
値
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

大
学
、
行
政
、
市
民
の
今
以
上

の
連
携
が
必
要
。
独
自
色
の
あ
る
学
園

文
化
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

て
滞
在
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
支
援
策
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

県
の
事
業
融
資
制
度
な
ど
も
あ

る
が
、
多
面
的
な
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
の
対
策
に
つ
い
て

三
村　

有
害
鳥
獣
駆
除
許
可
手
続
き
の

手
順
を
変
更
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
26
年
度
に
猟
友

会
と
協
議
し
、
鳥
獣
被
害
防
止
捕
獲
実

施
隊
を
立
ち
上
げ
て
対
策
に
当
た
り
た

い
。

三
村　

野
猿
被
害
が
年
々
増
大
し
て
い

る
が
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
26
年
度
か
ら
見

回
り
駆
除
の
１
名
の
増
員
を
考
え
て
い

る
。
捕
獲
柵
補
助
は
２
分
の
１
と
し
て

い
る
が
実
情
を
考
え
て
研
究
し
た
い
。

新
市
発
足
10
周
年
を
迎
え
て

の
、高
梁
市
の
現
状
と
課
題
、そ

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う

市
長　

市
の
財
政
基
盤
は
合
併
前
よ
り

安
定
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
社

会
資
本
整
備
は
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
。

大
森　

市
中
心
部
は
大
型
公
共
事
業
で

に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
周
辺
地
域
に
対
す
る
市
長
の
現

状
認
識
を
聞
く
。

市
長　

周
辺
部
の
状
況
、
不
満
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
合
併
し
て
広
く
な
っ

た
分
ば
ら
つ
き
は
あ
る
。
合
併
を
し
な

け
れ
ば
今
の
よ
う
な
社
会
資
本
整
備
は

進
ま
な
か
っ
た
。
一
度
に
は
で
き
な
い

が
、
一
定
の
時
間
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス

の
均
一
化
が
図
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
と
地
域
振
興

に
つ
い
て

三
村　

建
設
業
界
が
衰
退
し
て
い
る
現

状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

そ
の
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

2
月
1
日
付
け
で
労

務
単
価
が
改
正
さ
れ
た
。
国
の
補
正
予

算
の
地
域
人
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
て

新
規
雇
用
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

三
村　

新
玉
川
橋
の
完
成
が
間
近
と

な
っ
て
い
る
が
、
備
中
広
瀬
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

政
策
監　

利
便
性
の
問
題
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
や
国
土
交
通
省

に
要
望
し
て
い
る
。
安
全
性
確
保
等
の

課
題
も
あ
り
難
航
し
て
い
る
が
、
今
後

も
協
議
を
進
め
て
い
く
。

三
村　

交
流
人
口
増
を
目
指
す
の
で
あ

れ
ば
、
民
間
の
宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ

●�新市発足 10 周年を迎えての現
状と課題、その方向性について
●�市政 10 周年記念式典と山田方
谷顕彰・啓発事業及び明治維新
150周年（2018 年）について
●�人口減少下での本市の定住促進
と経済振興について
● �2018 年問題と学園文化都市づ
くりと地域振興について

●�まちづくり対策と地域振興に
ついて
●有害鳥獣駆除の対策について

大森 一生

三村 靖行

農地災害の個人負担
軽減ができないか

佐与谷川上流の産業
廃棄物最終処分場建
設の阻止を

少しでも負担軽減を
考えていく

市民合意のない処分
場建設には、反対の
立場を表明

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
成
羽
病
院
で
行
う
と
す
る
と
高
額

な
投
資
も
必
要
と
な
る
。
子
育
て
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
た
い
。

倉
野　

市
外
で
の
受
診
に
交
通
費
の
補

助
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

災
害
と
農
業
に
つ
い
て

倉
野　

昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
農

地
災
害
に
個
人
負
担
の
差
が
で
き
て
い

る
。
負
担
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

負
担
率
は
国
の
定
め
に
よ
る
も

の
で
要
望
し
た
が
農
地
災
害
に
つ
い
て

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
被
災
さ
れ
た
方

の
こ
と
を
思
う
と
大
変
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
と
し
て
少
し
で
も
負
担
軽
減
を

考
え
て
い
く
。

難
波　

遺
伝
子
組
み
換
え
農
産
物
、
食

品
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
聞
く
。

産
業
経
済
部
長　

食
品
安
全
委
員
会
と

農
業
資
材
の
審
議
会
に
よ
り
安
全
性
が

確
認
さ
れ
た
食
品
、
飼
料
が
流
通
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

難
波　

学
校
給
食
へ
の
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
の
混
入
防
止
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
給
食
に
は
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
は
使
用
し
て
い
な
い
。

難
波　

農
業
機
械
等
整
備
事
業
の
補
助

率
の
引
き
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

今
後
の
推
移
を
み
な

が
ら
検
討
す
る
。

難
波　

本
市
農
業
の
発
展
施
策
を
提
言

す
る
専
門
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長　

高
梁
市
農
業
再
生
協

議
会
を
設
け
て
意
見
を
い
た
だ
き
施
策

を
行
って
い
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

倉
野
　
市
営
住
宅
の
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長
　
各
地
域
局
と
ま
ち
づ

く
り
課
で
管
理
し
て
い
る
。
年
度
初
め

に
合
同
で
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
り
確

認
を
行
っ
て
い
る
が
、
十
分
で
な
け
れ

ば
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

倉
野　

鍵
の
交
換
は
行
っ
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

公
営
住
宅
は
安
価
な

家
賃
が
基
本
で
あ
る
た
め
交
換
は
し
て

い
な
い
。

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

倉
野　

昨
年
の
12
月
で
市
内
に
出
産
が

で
き
る
医
療
機
関
が
な
く
な
っ
た
。
若

者
の
定
住
に
及
ぼ
す
影
響
と
今
後
の
見

通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

高
梁
市
だ
け
で
な

く
全
国
で
産
婦
人
科
医
の
数
が
減
少
し

て
お
り
、
助
産
師
・
看
護
師
の
確
保
も

難
波　

佐
与
谷
川
上
流
に
計
画
さ
れ
て
い

る
産
業
廃
棄
物
処
分
場
は
、
浄
化
設
備

が
な
い
処
分
場
で
あ
る
。
も
し
汚
染
水

が
出
れ
ば
飲
料
水
の
汚
染
に
よ
り
、
市
民

の
健
康
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
概
要
と
現
在
の
状
況
は

ど
う
な
って
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
21
年
に
事
業
概

要
に
反
対
の
意
見
を
県
に
述
べ
て
以
降
、

処
分
場
建
設
反
対
の
立
場
で
要
望
書
を

２
回
提
出
し
て
い
る
。

難
波　

市
長
も
建
設
反
対
の
立
場
だ
が

今
後
の
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

安
定
型
処
分
場
の
問

題
点
及
び
地
域
住
民
の
方
の
不
安
を
県

に
訴
え
反
対
の
立
場
で
対
応
す
る
。

難
波　

関
係
市
町
と
の
連
携
は
で
き
な

か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
も
意
見
交
換
を

し
て
い
る
。

●市営住宅について

●若者定住対策について

●災害と農業について

●�佐与谷川上流の産業廃棄物最終
処分場建設阻止について
●�防災、防火、救急体制の充実に
ついて
●�安全・安心の農畜産物の生産と
食品の供給について
●�本市の基幹産業である農業の振
興について
●�市民の暮らしと経済、農業を壊す
ＴＰＰについて

倉野 嗣雄

難波 英夫
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アニメーション文化
学部について大学と
どう連携するのか

駅前図書館整備に合
わせ、雑誌スポンサー
制度と読書通帳を導
入すべきではないか

アニメを産業振興の
ためのツールと考え
たい

図書館整備の一案と
して検討していく

生
産
者
と
販
売
者
を
結
ぶ

も
の
づ
く
り
の
拠
点
整
備
を

石
井　

日
本
で
も
ふ
え
つ
つ
あ
る
フ
ァ

ブ
ラ
ボ
の
よ
う
な
、
生
産
者
と
販
売
者

を
結
び
つ
け
る
も
の
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
場
所
を
整
備
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

起
業
や
創
業
支
援
は

非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
高
梁
市
に
拠
点

を
置
く
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
は
充
実

し
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

石
井　

高
梁
市
在
住
の
工
芸
作
家
に
作

品
発
表
の
場
所
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

産
業
経
済
部
長　

収
益
事
業
で
は
な

く
、
純
然
た
る
交
流
や
発
表
の
場
で
あ

る
な
ら
、
公
共
施
設
な
ど
を
お
貸
し
し

て
い
る
。

帳
の
導
入
は
、
財
政
負
担
を
抑
え
た
効

果
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
読
書
通
帳
に
つ
い
て
も

導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。

教
育
次
長　

非
常
に
い
い
事
例
を
示
し

て
い
た
だ
い
た
。
読
書
活
動
の
一
層
の

推
進
を
図
る
方
策
と
し
て
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
学
の
新
学
部
と
連
携
し
て

ア
ニ
メ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

石
井　

吉
備
国
際
大
学
に
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
文
化
学
部
が
で
き
る
が
、
市
は

大
学
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の

か
。

政
策
監　

新
年
度
に
産
官
学
連
携
事
業

と
し
て
１
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
漫
画

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

大
学
と
連
携
し
て
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
市
と
大
学
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
分
の
中
で
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
な
ど
を
進
め

て
い
き
た
い
。

石
井　

市
が
製
作
者
支
援
を
行
う
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
。

政
策
監　

具
体
的
な
計
画
は
な
い
。
民

間
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
側
面
的
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
読
書
通

帳
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

川
上　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
は
、
図

書
館
の
経
費
削
減
と
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の

充
実
を
図
る
も
の
で
、
企
業
、
団
体
な

ど
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
雑
誌
の
購

入
費
用
を
負
担
す
る
か
わ
り
に
、
雑
誌

の
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲
載
す
る
も
の
で

あ
る
。
新
た
な
財
源
確
保
と
駅
前
図
書

館
の
充
実
を
図
る
た
め
に
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

図
書
資
料
整
備
に
つ
い
て

の
提
案
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

川
上　

市
民
に
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら

う
取
り
組
み
と
し
て
、
読
書
通
帳
を
導

入
す
る
動
き
が
全
国
各
地
で
見
え
始
め

て
い
る
。
借
り
た
本
の
履
歴
を
目
に
見

え
る
形
で
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
を
中
心
に
市
民
の
読
書
へ
の
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
読
書
通

●�マンガ文化のまちづくり推進
について

●起業支援について 

●駅前図書館について
●�臨時給付金の支給準備につい
て
●�自治体主体の資金調達につい
て

石井 聡美

川上 博司

図書館建設（複合施
設）に12億円。どのよ
うな比較検討を行った
のか

地域局の施設整備方
針を示すべきではな
いか

計数的な数値につい
て現時点では示すこ
とはできない

総合計画の後期計画
で方向性を示す

教
育
次
長　

計
数
的
な
数
値
に
つ
い
て

は
本
日
こ
こ
で
示
し
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

宮
田　

中
央
図
書
館
の
移
動
図
書
機
能

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

教
育
次
長　

し
か
る
べ
き
時
期
に
き
ち

ん
と
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

か
ら
も
早
期
に
今
後
の
方
向
性
を
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

総
合
計
画
の
後
期
計
画
に

お
い
て
今
後
の
整
理
、
統
合
、
廃
止
等

に
つ
い
て
方
向
性
を
示
し
た
い
。

い
き
い
き
外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て

内
田　

本
制
度
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

に
外
出
支
援
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
す
る
事
業
で
あ
る
。
な
ぜ
、
高
梁
・

有
漢
地
域
に
限
定
す
る
の
か
。
全
市
対

象
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

市
長　

４
条
バ
ス
路
線
の
地
域
で
は
外

出
支
援
が
十
分
で
な
い
。
高
梁
西
地
区

で
は
、
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
等
で
支
援

し
て
い
る
。
今
後
、
公
共
交
通
検
討
会

議
で
協
議
し
不
公
平
感
が
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

図
書
館
建
設
に
つ
い
て

宮
田　

平
成
25
年
３
月
議
会
で
総
務
文

教
委
員
会
は
「
委
員
か
ら
建
設
場
所
に

つ
い
て
再
考
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
執
行

部
か
ら
は
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
再
度
２
カ
所
の
候
補
地
で
検
討
し
た

い
と
の
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
報

告
し
た
が
、
こ
の
２
案
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
財
政
的
比
較
検
討
を
行
っ
た
の

か
。

農
業
振
興
地
域
制
度
に
つ
い
て

内
田　

農
業
振
興
地
域
の
指
定
は
、
国

の
農
用
地
保
全
、
有
効
利
用
の
基
本
方

針
に
従
っ
て
決
定
し
た
。
現
状
で
は
、

周
辺
地
域
の
農
用
地
が
耕
作
放
棄
地
や

山
林
化
し
て
い
る
。
実
態
に
即
し
た
農

用
地
利
用
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

部
分
解
除
で
対
応
し

て
き
た
が
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
20
年

以
上
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
状
に
あ
っ

た
計
画
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

農
政
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
現
在
、

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
市
と
し
て
の
考

え
方
を
整
理
し
た
い
。

各
地
域
局
施
設
整
備
に
つ
い
て

内
田
　
地
域
局
の
施
設
は
合
併
前
と
同

様
に
維
持
し
て
い
る
が
、
不
要
に
な
っ

た
建
物
、
不
必
要
な
経
費
が
発
生
し
て

い
る
。
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
地
域
編
の
観
点

●�農業振興地域制度について�
●各地域局について
●平成 26年度予算について

宮田 公人

内田 大治

2013 年 5 月号　P11　総務文教委員会
報告文書の一部

●�旧高梁市における地域公共交
通総合連携計画の実施状況に
ついて
●�高梁市における子ども・子
育て支援施策について
●図書館建設について
●�総合計画の策定と財政的な
裏付けについて

　

委
員
か
ら
、
建
設
場

所
に
つ
い
て
再
考
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
執
行
部
か
ら

は
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
再
度
２
カ
所
の

候
補
地
で
検
討
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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１
月
23
日
に
情
報
発
信
の
先
端

を
走
る
千
葉
県
流
山
市
議
会
を
視
察

し
ま
し
た
。
平
成
18
年
９
月
議
会
か

ら
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
議
会
中
継
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
は
無
料
の
動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
ス

ト
リ
ー
ム
」
を
活
用
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
は
不
穏
当
な
発
言
等

が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
流
す
こ
と
と

し
て
お
り
、
発
言
者
は
責
任
を
持
っ

た
発
言
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
と
の
こ
と
で

し
た
。

１
月
24
日
に

は
埼
玉
県
鶴
ケ

島
市
議
会
を
視

察
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
３
月

議
会
か
ら
本
会

議
を
、
平
成
24

年
９
月
議
会
か

ら
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
は
市
議
会
と
し
て

公
式
な
も
の
と
し
て
行
う
た
め
、
無

料
動
画
サ
イ
ト
な
ど
は
利
用
せ
ず
、

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
休
憩
中
に
行
わ
れ
る
議

員
間
討
議
等
も
そ
の
ま
ま
配
信
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

２
日
間
、
大
変
有
意
義
な
視
察
で

し
た
。

平成25年度の全国学力
テストの結果をどのよ
うに検証し、今後生か
していくのか

市は各地域に出向き
住民の声をもっと聞
くべきではないか

今までの取り組みを続け
ていくとともに、小・中学
校連携、土曜日授業等新
たな取り組みも行いたい

総合計画の後期計画の
策定に当たって、各地
域の現状を把握するた
めの懇談会などを行う

教
育
次
長　

適
正
な
室
温
の
管
理
と
い

う
観
点
で
継
続
し
て
調
査
を
し
、
平
成

28
年
度
中
に
は
整
備
し
た
い
。

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

石
田　

平
成
25
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
に
お
い
て
、
市
内
の
中
学
３
年
生
の

成
績
は
全
科
目
全
国
平
均
を
上
回
り
、

全
国
で
10
位
以
内
に
入
る
好
成
績
で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
検

証
し
、
今
後
生
か
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

学
力
向
上
に
特
効
薬
は
な

く
、
教
師
の
指
導
力
・
熱
意
と
子
供
の

意
欲
が
か
み
合
わ
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
。
今
回
の
成
績
は
学
校
が
家
庭
や

地
域
と
連
携
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
今
ま
で

の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に

小
・
中
学
校
連
携
、
土
曜
日
授
業
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
も
行
い
た
い
。

健
康
増
進
施
設「
ゆ
・
ら
・
ら
」に

つ
い
て

宮
田　
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
の
活
用
に
つ

い
て
12
月
議
会
で
は
、
民
間
か
ら
提
案

が
あ
り
協
議
を
進
め
て
い
る
と
あ
っ
た

が
、
１
月
27
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、

協
議
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
今
後
活
用
方
法
を
模
索
す

る
中
、
民
間
へ
の
売
却
も
含
め
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

副
市
長　

市
と
し
て
も
「
ゆ
・
ら
・
ら
」

の
活
用
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
市
の
意
向
に
沿
っ
た
活
用
が
な
さ

れ
る
な
ら
民
間
へ
の
売
却
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

地
酒
を
用
い
た
産
業
振
興
施
策

及
び
観
光
施
策
に
つ
い
て

石
田　

昨
年
、
和
食
が
世
界
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
本
市
で
も
「
高

梁
市
産
の
地
酒
の
普
及
促
進
に
関
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
清
酒
は
和

食
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
地
酒
に
合
う
和
食
と
い
う
こ
と
で

普
及
促
進
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
市
と

し
て
も
活
動
に
参
画
し
て
い
き
た
い
。

学
校
園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

石
田　

校
庭
の
芝
生
化
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

教
育
次
長　

地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
条
件
が
整
え
ば
検
討
す
る
。

石
田　

平
成
26
年
度
で
市
内
小
中
学
校

５
校
に
エ
ア
コ
ン
整
備
が
行
な
わ
れ
る

が
、
そ
の
他
の
学
校
へ
の
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
後
期
計
画
策
定
に
当

た
っ
て

宮
田　

平
成
26
年
度
は
、
総
合
計
画
の

前
期
計
画
が
終
了
し
、
平
成
27
年
度
以

降
の
後
期
計
画
が
検
討
さ
れ
る
。
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
も
っ
と
地
域
の
声
を

聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
民
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
「
市
長
と
語
ろ
う
会
」
や
「
市

政
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
便
」
な
ど
で
多
く

の
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

宮
田　

意
見
や
提
案
が
来
る
の
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
市
が
率
先
し
て
地
域
に

出
て
行
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

合
併
し
て
10
年
の
節
目
で
あ

り
、
後
期
計
画
策
定
の
年
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
地
域
の
声
を
把
握
す
る
場

を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

●空き家対策について
●�地酒を用いた産業振興策及び
観光施策について
●学校園の施設整備について
●�全国学力・学習状況調査結果
について

●�新総合計画後期計画策定に
当たって
●天然芝グラウンドについて
●�高梁市健康増進施設朝霧温泉
「ゆ・ら・ら」について
●市道改良について

石田 芳生

宮田 好夫

地域局職員の増員で
市民の声を聞け

バランスと効率化で
対応する

健
康
福
祉
部
長　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
移
行
後
の
基
盤
整

備
を
図
り
、
運
用
基
準
が
決
ま
り
次
第

施
設
の
指
導
を
し
て
い
く
。

石
部　

高
梁
市
が
合
併
し
て
10
年
経
過

し
た
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
多
数
の
市
民
の

声
を
聞
き
、
総
括
と
今
後
の
指
針
と
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
周
辺
部
支
援
の

た
め
地
域
局
職
員
の
人
員
を
ふ
や
し
て

ほ
し
い
。

政
策
監　

合
併
時
の
協
定
書
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
効
率
的
運
営
を
行
っ
て
き

た
。
地
域
局
の
職
員
数
は
人
員
削
減
を

し
な
が
ら
も
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
。

石
部　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
直
接
命

に
か
か
わ
る
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
。

国
保
加
入
者
は
低
所
得
の
方
が
多
く
、

今
後
広
域
化
さ
れ
れ
ば
市
民
負
担
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。
他
の
市
町
村
で
は
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も

引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

国
保
の
広
域
化
に
つ

い
て
は
、
県
に
お
い
て
本
年
５
月
に
作

業
部
会
が
立
ち
上
げ
予
定
で
あ
り
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
現
状
で
は

５
％
の
負
担
増
を
想
定
し
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
る
。

石
部　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
軽

度
の
要
介
護
・
要
支
援
の
方
た
ち
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
。
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
方
に
は
市
の
援
助
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

●�国保税の引き上げについて問
う
●�介護保険の見直しについて問
う
●�高梁市合併 10年の総括と今
後について問う

石部　誠

       　
　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会 

副
委
員
長　

宮 
田  
好 
夫

先
進
地
に
視
察
に
行
き
ま
し
た

　　　　鶴ケ島市議会視察の様子

　　　　流山市議会視察の様子
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「
高
梁
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条

例
」

委
　
員　

採
用
方
法
は
本
人
の
希
望
を

聞
く
の
か
。

執
行
部　

ま
ず
希
望
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
面
接
を
し
た
上
で
本
人
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
採
用
し
て
い
く
。

「
高
梁
市
留
学
生
奨
学
基
金
条
例
」

委
　
員　

留
学
生
が
途
中
で
帰
っ
て
し

ま
う
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ

る
の
か
。

執
行
部　

こ
れ
は
留
学
生
す
べ
て
に
支

給
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
学
校
長

の
推
薦
が
あ
り
、
経
済
的
な
援
助
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
途
中
で
退

学
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
が
、
退
学

に
な
れ
ば
奨
学
金
は
支
給
停
止
と
な

る
。

「
平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予
算
」

委
　
員　

学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
補
助
金

の
内
容
と
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

執
行
部　

昨
年
の
６
月
よ
り
月
２
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る
。
教
職
員
Ｏ

Ｂ
を
中
心
に
30
名
を
越
え
る
方
々
が
講

師
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。
参
加
状
況

は
小
学
生
が
20
名
弱
、
中
学
生
が
５
名

弱
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
受
験
対
応
を

含
め
て
中
学
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
。

「
高
梁
市
川
上
モ
デ
ル
農
場
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
」

委
　
員　

モ
デ
ル
農
場
の
ガ
ラ
ス
温
室

は
処
分
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
他
で
再
利

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

執
行
部　

ガ
ラ
ス
温
室
に
つ
い
て
は
撤

去
す
る
費
用
を
新
年
度
予
算
で
計
上
し

て
い
る
。
補
助
金
で
建
て
て
い
る
た
め

目
的
外
の
使
用
に
は
制
限
が
あ
り
難
し

い
と
考
え
る
。

「
平
成
25
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）」

委
　
員　

商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金

は
５
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
を

発
行
す
る
も
の
だ
が
、
１
０
０
０
円
の

商
品
券
40
万
枚
の
商
工
会
議
所
と
商
工

会
の
配
分
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
な
ぜ
半
年
間
の
期
限
を
設
け
る
の

か
。

執
行
部　

事
業
主
体
は
商
工
会
議
所
と

な
り
、
商
工
会
と
の
配
分
に
つ
い
て
は

協
議
中
で
あ
る
。
期
限
に
つ
い
て
は
、

半
年
以
上
に
な
る
と
財
務
事
務
所
に
届

出
が
必
要
と
な
る
た
め
、
新
年
度
で
す

ぐ
に
発
行
し
た
い
と
い
う
こ
と
と
前
期

と
後
期
で
販
売
す
る
た
め
で
あ
る
。

「
平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予
算
」

委
　
員　

空
き
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
促

進
事
業
補
助
金
は
市
内
の
商
店
街
な
ら

ど
こ
で
も
使
え
る
の
か
。

執
行
部　

栄
町
商
店
街
、
本
丁
商
店

街
、
き
じ
丸
通
り
商
店
街
を
想
定
し
て

い
る
。

総務文教
委員会

産業経済
委員会

委 員 会 報 告委 員 会 報 告

市民生活
委員会

「
平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予
算
」

委
　
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
報
償

費
に
つ
い
て
、
任
期
は
３
年
と
い
う
こ

と
だ
が
、
任
期
が
来
た
場
合
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

執
行
部　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任

期
は
１
年
で
３
年
を
最
長
に
更
新
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
３
年
を
持
っ
て

一
応
退
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

る
。

委
　
員　

老
朽
危
険
空
き
家
除
去
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
委
員
会
と
し
て
先

進
地
の
視
察
に
行
っ
た
が
、
ど
こ
も
ま

ず
空
き
家
対
策
の
条
例
を
つ
く
っ
て
い

る
。
な
ぜ
つ
く
ら
ず
に
補
助
金
を
出
す

の
か
。

執
行
部　

現
在
、
国
の
ほ
う
で
法
律
の

制
定
を
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
法

律
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
準
拠
す
る
市
の

条
例
を
制
定
し
て
い
く
。

「
平
成
26
年
度
高
梁
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
」

委
　
員　

国
保
に
は
、
厳
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
の
方

も
入
ら
れ
て
い
る
の
で
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

執
行
部　

国
民
健
康
保
険
は
被
保
険
者

の
相
互
扶
助
に
よ
り
運
営
が
さ
れ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ

い
て
は
、
法
定
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
は
繰
り
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
国
民
健
康

保
険
会
計
の
中
で
運
営
を
し
て
い
き
た

い
。

「
高
梁
地
域
の
野
良
猫
を
な
く
す
た
め

の
方
策
に
関
す
る
請
願
書
」

委
　
員　

今
の
高
梁
地
域
の
猫
の
引
き

取
り
数
、
殺
処
分
の
現
状
を
調
査
し
て

み
る
と
、
他
地
域
に
比
べ
て
抜
き
ん
出

て
い
る
。
現
状
に
困
っ
て
い
る
か
ら
何

と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
会
の
皆
さ
ん

の
要
望
な
の
で
、
ぜ
ひ
採
択
し
て
ほ
し

い
。

委
　
員　

県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
市
単
独
で
こ
の
事
業
を

す
る
と
な
る
と
非
常
に
厳
し
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
も
う
一
度
継
続
審
査
に

す
べ
き
だ
。

「
高
梁
市
議
会
基
本
条
例
の
施
行
規
則

制
定
に
つ
い
て
の
陳
情
書
」

委
　
員　

も
う
一
度
、
議
会
改
革
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
改
め
て
議

員
の
研
修
会
を
行
い
、
専
門
家
の
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
べ
き
だ
。

そ
う
し
た
中
で
、
継
続
審
査
と
し
て
真

摯
に
検
討
を
重
ね
て
結
論
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

委
　
員　

規
則
が
な
け
れ
ば
条
例
が
守

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
と

思
う
。
12
月
か
ら
３
カ
月
間
い
ろ
い
ろ

と
考
え
る
中
で
、
全
国
的
に
も
施
行
規

則
の
例
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
根
本
は

議
会
基
本
条
例
を
し
っ
か
り
運
用
し
て

議
員
間
で
意
識
統
一
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
不
採

択
と
す
べ
き
だ
。

議会活性化
特別委員会
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好
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川
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博
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森
田
　
仲
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石
部
　
　
誠

	

委
　
　
員	

石
田
　
芳
生

	

委
　
　
員	

石
井
　
聡
美

　高梁市議会基本条例の前文には「議会は自らの創意と工夫
により市民との協働を図り、高梁市のまちづくりを推進していかな
ければならない」との一文があります。議会での議案審議はもち
ろんのことですが、自らの創意工夫が問われます。市民との協同
を図るためにも議会報告会に多数の市民の方の参加がいただけ
たらと思います。また、みなさんに親しみを持たれる議会だよりの
紙面づくりをと思っています。さて今号の仕上がりはいかがだった
でしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　（石部　誠）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米軍飛行士殉難の碑
　ＮＨＫの連続ドラマ「ごちそうさん」の最終
盤では占領軍とのやりとりが描かれていました
が、もちろん高梁市でも同じような生活があり
ました。
　高梁市では１９５６年に米軍機の墜落事故
が起きています。米軍戦闘機が飛行訓練中に
阿部北山地区の裏山に墜落し、地域の消防団
などが墜落機の片付けなどを行いました。
　パイロットは殉職し「米軍飛行士殉難の碑」
が建立されました。以前は３１３国道沿いに碑
がありましたが、現在は北山公会堂裏に移動
されています。
　終戦から１１年目のこと、安保条約締結から５年目の出来事で当時の新聞記事で確認もできます。
　墜落した米軍機のプロペラがしばらくの間、落合小学校の資料室に保存されていたそうですが現在
は不明。当時事故現場で米軍の方と話をするのに、落合中学校の英語の先生と、近所の元船員の方
が通訳をされたという話も残っています。

5月
号
　
平
成
26年

5月
15日

発
行

編 集 後 記

The spot
of

 Takahashi気になるスポット

議 会 N E W S

　今回の表紙を飾って下さったのは、岡山県立高梁城南高等
学校デザイン科 2 年生の渡辺結衣さん。まるで写真のように写
実的な画風に編集子一同息を飲みました。今回の作品でうまく
描けたところはポストと屋根、苦労したところは、本物に近い壁
の色を出すこととのことでした。幼い頃から絵が大好きだったとい
う結衣さん。将来の夢はデザイナーになることだそうです。本年
度は高梁城南高等学校とコラボレートした議会だよりと
なります。次号では、どんな生徒さんの、どんな作品
に出会えるのでしょう？ どうぞお楽しみに。

議会だより
高梁城南高等学校と
コラボレート！！

○
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
○

　

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
公
開
を
原
則
と
し
て
お
り
、

傍
聴
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
傍
聴
さ
れ
れ
ば
、
紙
面
で
は

伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
議
会
や
議
員
の
生
の
活
動
が
よ
く

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　米軍飛行士殉難の碑


